
小樽商科大学ビジネス創造センター准教授公募要領 
 
 
小樽商科大学ビジネス創造センターにおいて，下記のとおり准教授を公募いたします。 

 
記 

 
１．職名・人員 ：准教授（※注） １名 

※注：文理融合型大学間連携事業に従事する任期付き准教授 
 

２．任 期 ：採用の日から平成３１年３月３１日まで（再任可。ただし，再任にあたっては，再 
任審査を行う。再任の場合の任期は３年とし，１回を限度とする。） 

 
３．所     属  ：小樽商科大学ビジネス創造センター（※注）  

※注：ビジネス創造センターは，多くの大学で「地域共同研究センター」と呼ばれて

きた組織で，本学の産学官連携活動を担う拠点である。その活動については，セン

ターのウェブサイト（ h t t p : / / o f f i c e . c b c - s . o t a r u - u c . a c . j p / ） 
を参照のこと。 

 
４．担 当 職 務  ：（１）ビジネス創造センター長，副センター長，専任教員とともに産学官連携事業を

通じて理系大学との共同研究プロジェクトをコーディネートする。また，理系大

学の持つ技術シーズと市場（産業界）ニーズのマッチングによる事業化を視野に

入れた文理融合型のビジネスモデルを開発する。 
（２）（１）の職務を通して，理系大学と教育プログラムやセミナー等を共同で企画，

実施する。専門領域などに応じて講義，演習を担当する場合がある。なお，産学

官連携事業のエフォートを 80%以上とする。 
 
５．応 募 資 格：原則として以下の条件を満たすことを求める。 

（１）大学院修士課程修了（採用日までの修了見込みも可）。 
（２）以下の各領域のいずれかに関する具体的経験，実績を有すること（プロジェク

トのコーディネーター若しくはプロジェクトマネージャーの経験があればなおよ

い）。 
・産学官連携，理系大学での共同プロジェクト 
・グローバルビジネス，創業支援 
・新規事業の構築，開発プロジェクトのマネジメント 

（３）実務経歴（教育研究歴等があれば含む。大学院修士課程以上の在学は研究歴に

含む）がおおむね１０年以上あること。なお，MBA 若しくは MOT の学位を有す

ることが望ましい。 
 
６．採用予定年月日：平成２８年３月１日以降のなるべく早い時期（平成２８年４月１日までに着任するこ

と） 
 
７．応募締切日：平成２７年１２月２４日（木）１７：００必着 



８．必 要 書 類：① 履歴書（本学所定様式による［写真貼付］。「５．応募資格（２）」に係る職歴を含 
む）  

② 職務歴一覧表（「５．応募資格（２）」に係る実務経歴の記述。本学所定様式によ

る。研究業績がある場合は教育研究業績表（本学所定様式）に記入する）  
③ 「５．応募資格（２）」に係る研究業績がある場合はその現物（主な業績 3 つ）お

よび新聞・雑誌記事（本人が紹介されている記事を含む）のコピー（それらは紙

媒体に加え，ＰＤＦファイル化してＣＤまたはＤＶＤに収めて添えること）。 
④ビジネス創造センターにおける活動に向けた抱負（Ａ４用紙２枚，ワープロで執筆

のこと） 
⑤ 大学院修士課程以上の修了証明書および成績証明書 

な お ， 上 記 ① お よ び ② の 本 学 所 定 用 紙 は ， 本 学 ウ ェ ブ サ イ ト

（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｔａｒｕ－ｕｃ．ａｃ．ｊｐ／ｉｎｆｏ／ｋｏｕｂｏ／ｐｏｓｔ－１３．ｈｔｍｌ／ ）  から取得でき

る。審査の状況により，追って推薦書ならびに健康診断書（本学所定様式に限る）等

の提出を求めることがある。 
 

９．選 考 方 法：提出書類を審査のうえ，必要のある場合は面接を行う。 
 
10．書類提出先：〒０４７－８５０１  

小樽市緑３丁目５番２１号 
小樽商科大学長  和田健夫宛（注）  
※注：封筒の表に「ビジネス創造センター准教授応募書類」と朱書きし，郵送の場合 

には書留便にすること。 
 
11．そ の 他：・本学は男女雇用機会均等法を遵守し，育児支援型勤務時間体制を導入している。 

・提出書類は原則として返却せず，申し出があった場合に限り返却する。返却を希望

する者はその旨を付記し，切手貼付済み返却用封筒または宅配便宛名ラベル（着払

用）を同封すること。履歴書等，個人情報に関わる書類は審査終了次第，廃棄する。 
・本学では，年俸制の給与制度を導入しており，本公募により採用された際には，年

俸制の適用を希望することができる。 
 

（連絡先） 国立大学法人小樽商科大学総務課人事係 
ＴＥＬ：０１３４－２７－５２０８  
ＦＡＸ：０１３４－２７－５２１３  
Ｅ－ｍａｉｌ：ｊｉｎｊｉ＠ｏｆｆｉｃｅ．ｏｔａｒｕ－ｕｃ．ａｃ．ｊｐ 

 


